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午前九時〇〇分開議

○議長（谷重幸君） おはようございます。ただいまの出席議員数は１０人です。定足数

に達していますので、これから本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配付のとおりです。

お諮りします。

日程第１ 議案第１号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、日

程第２ 議案第２号 美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例については、同種の

事件として一括議題に供したいと思いますが、ご異議ありませんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 「異議なし」と認めます。したがって、日程第１ 議案第１号、日

程第２ 議案第２号を一括議題とします。

２件について細部説明を求めます。税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） おはようございます。

議案第１号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、議案第２号

美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、一括して細部説明を申し上げま

す。

お手元にお配りしております新旧対照表についてもご参照ください。

議案第１号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について。

今回の改正は、新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法律が本年２月

３日に成立し、２月１３日から施行されました。この改正により、同法の規定を引用して、

新型コロナウイルス感染症の定義をしている条例の規定については、定義を具体的に書き

下ろす形に改める改正が必要となりましたので、美浜町国民健康保険税条例の一部を改正

するものでございます。

附則として、この条例の規定は、公布の日から施行するものでございます。

議案第２号 美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例について。

今回の改正は、新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法律が本年２月

３日に成立し、２月１３日から施行されました。この改正により、同法の規定を引用して、

新型コロナウイルス感染症の定義をしている条例の規定については、定義を具体的に書き

下ろす形に改める改正が必要となりましたので、美浜町国民健康保険条例の一部を改正す

るものでございます。

附則として、この条例の規定は、公布の日から施行するものでございます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） ２件一括して質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから議案第１号について討論を行います。
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○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） 続いて、議案第２号について討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから議案第１号について採決します。この採決は挙手によって行います。

議案第１号について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１号 美浜町国民健康保険税条

例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。

続いて、議案第２号について採決します。この採決は挙手によって行います。

議案第２号について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２号 美浜町国民健康保険条例

の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。

日程第３ 議案第３号 美浜町介護保険条例の一部を改正する条例についてを議題とし

ます。

本件について細部説明を求めます。福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 議案第３号 美浜町介護保険条例の一部を改正する条例

について細部説明を申し上げます。

お手元に新旧対照表をお届けしていますので、ご参照ください。

第２条の改正は、介護保険法の改正に伴い、保険料の対象年度を第８期介護保険事業計

画で定めた令和３年度から令和５年度までの各年度に改め、改正を行うものでございます。

附則第７条の改正は、新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法律が本

年２月３日に成立し、２月１３日から施行されました。この改正により、同法の規定を引

用して、新型コロナウイルス感染症の定義をしている条例の規定については、定義を具体

的に書き下ろす形に改める改正が必要となりましたので、美浜町介護保険条例の一部を改

正するものでございます。

附則として、この条例は、令和３年４月１日から施行し、附則第７条第１項第１号の改

正規定は、公布の日から施行するものでございます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） この条例について、第１号被保険者の介護保険料との関係で、も

う少し教えていただけたらなと思うんですけれども、この保険料が第１段階から第９段階

まで区分されて算定されますけれども、そこの保険料とこの関係を、もう少し詳しく説明

していただけたらと思います。

それから、その算定の保険料の額が、これまでの形と変わらないということで判断して
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ええんかどうかということで、２つお聞きしたい。

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） ただいまの２つのご質問ですが、いずれも保険料に関す

るものと保証します。今回の保険料の設定については、前期、第７期の保険料額と、今回

の第８期の事業計画の保険料は同額、変わらない額と設定しました。よって、保険料につ

いては、この条例では改正するものではありません。

ただ、対象年度が３か年、対象年度がまた新たに設定されますので、その改正のみのも

のとなります。

以上です。

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第３号 美浜町介護保険条例の一

部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。

日程第４ 議案第４号 令和２年度美浜町一般会計補正予算（第１２号）についてを議

題とします。

本件について細部説明を求めます。総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） おはようございます。

議案第４号 令和２年度美浜町一般会計補正予算（第１２号）について細部説明を申し

上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ５億４９，６１４千円を追加し、

補整後の総額を６２億８８，８４２千円とするものでございます。

補正の内容でございますが、入札差額や実績見込み、新型コロナウイルス感染症の影響に

より事業が中止となったことによる減額が大半でございまして、これらの不用額とまだ予算

化していない普通交付税や前年度繰越金など合わせて、財政調整基金へ６億３０，０００

千円を積立てすることが主なものでございます。

では、ページを追ってご説明いたします。

４ページ、第２表は、繰越明許費でございます。

その内訳として、総務費は、備蓄倉庫新築工事１０，６７４千円、赤ちゃん誕生臨時特

別給付金４２０千円、経営継続補助金２，７９３千円、中小企業・小規模企業振興補助金

９１４千円、学校保健特別対策事業費補助金２，４００千円の繰越し、衛生費は、新型コ

ロナウイルスワクチン接種事業２５，２３６千円の繰越し、農林水産業費は、防衛施設周辺
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整備助成事業計画調査業務１０，１２０千円の繰越し、土木費は、西川河川整備事業に伴

う町道吉原３６号線寺田橋架替事業８４，０００千円、都市計画道路見直し業務１，８００

千円の繰越し、消防費は、上田井地区津波避難施設整備事業７４，８７２千円の繰越しで、

令和３年度への繰越し件数は１０件でございます。

５ページ、地方債補正は、減収補てん債６，９００千円の追加でございます。

それでは、歳入からご説明申し上げます。

９ページ、地方消費税交付金２０，０００千円の追加は、実績見込みによるものでござ

います。

地方交付税、普通交付税３億９４，５２５千円の追加は、財源調整や財政調整基金へ積

立てを行うものでございます。

分担金及び負担金、負担金、民生費負担金２，９６１千円の減額は、老人福祉費負担金、

広域入所、認可保育所の実績見込みによるものでございます。

教育費負担金５，０７６千円の減額は、長時間児保育料、こども園給食費、学校給食費

負担金の実績見込みによる減額でございます。

国庫支出金、国庫負担金、民生費国庫負担金３，５１９千円の減額は、障害者医療費負

担金４５０千円、障害者自立支援給付費等負担金１，０００千円の追加は、実績見込みに

よるもので、いずれも補助率は２分の１でございます。

１１ページの児童手当負担金３，１５２千円、子どものための教育・保育給付費国庫負

担金１，５１３千円、子育てのための施設等利用給付交付金３０４千円の減額は、実績見

込みによるものでございます。

衛生費国庫負担金１９，５８３千円の追加は、新型コロナウイルスワクチン接種対策費

国庫負担金で、補助率は１００％でございます。

国庫補助金、農林水産業費国庫補助金１８３千円の追加は、農業委員会交付金の実績に

よるものでございます。

土木費国庫補助金３，５１９千円の減額は、実績による住宅耐震化促進事業３，３１９

千円の減額、街路交通調査費補助金２００千円の減額でございます。

民生費国庫補助金６４９千円の減額は、子育て世帯への臨時特別給付金費補助金の事業

費と事務費の確定によるものでございます。

総務費国庫補助金９８３千円の減額は、社会保障・税番号制度システム整備費補助金

２，２０８千円の追加は、中間サーバー負担金の補助金額の確定によるもの、個人番号カ

ード交付事業費補助金９５４千円の減額、特別定額給付金給付事務費補助金２，２３７千

円の減額は、実績によるものでございます。

衛生費国庫補助金３，５８９千円の追加は、浄化槽設置整備事業費補助金２４８千円の

減額は実績によるもの、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金４，４９０

千円の追加は１００％補助でございます。

１３ページ、緊急風しん抗体検査等事業補助金６５３千円の減額は、実績見込みによる
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ものでございます。

県支出金、県負担金、民生費県負担金１，４９０千円の減額は、実績見込みによるもの

で、障害者医療費負担金２２５千円、障害者自立支援給付費等負担金５００千円の追加は、

いずれも補助率４分の１でございます。

児童手当負担金は８０９千円、子どものための教育・保育給付費県費負担金１，２５４

千円、子育てのための施設等利用給付交付金１５２千円の減額でございます。

県補助金、総務費県補助金２１１千円の追加は、公共施設等木造木質化支援事業補助金

で、新浜集会場の新築に当たり、紀州材を使用したことによる補助金でございます。

民生費県補助金２，２７８千円の減額は、心身障害者医療費補助金６５０千円の追加、

ひとり親家庭医療費補助金５５０千円、乳幼児医療費補助金９００千円、紀州っ子いっぱ

いサポート事業補助金４８８千円、在宅育児支援事業費補助金９９０千円の減額は、いず

れも実績見込みによるものでございます。

衛生費県補助金２４８千円の減額は、浄化槽設置整備事業費補助金の減額で、実績によ

るものでございます。

農林水産業費県補助金３，６６５千円の減額は、各事業の実績見込みによるものでござ

います。

１５ページ、土木費県補助金１，４６７千円の減額、教育費県補助金７０千円の減額に

つきましても、実績見込みによるものでございます。

消防費県補助金４５２千円の減額は、わかやま防災力パワーアップ補助金で、入札差額

によるものでございます。

繰越金、前年度繰越金１億５０，０００千円の追加は、財政調整基金へ積立てを行うも

のでございます。

町債、消防債１５，７００千円の減額、総務債２，２００千円の減額、教育債２００千

円の減額、農林水産業債６００千円の減額、災害復旧事業債３００千円の減額は、各事業

費の減額によるものでございます。

１７ページ、減収補てん債６，９００千円の追加は、地方交付税法等の一部を改正する

法律によるもので、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度の基準財政収入

額の減少分を借入れするものでございます。

次に、歳出について申し上げます。

１９ページ、総務費、総務管理費、一般管理費１０，３６７千円の減額は、休職中の職

員の人件費の減額、実績見込みや新型コロナウイルス感染症の影響による出張費用の減額

などでございます。

文書広報費、需用費１１４千円の減額は、実績による減額でございます。

財産管理費、委託料２，９９２千円の減額は、実績や入札差額による減額でございます。

工事請負費３，６３８千円の減額、補償補填及び賠償金４７１千円の減額は、新浜集会

場新築工事に伴う費用で、入札差額や実績による減額でございます。
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青少年対策費、負担金補助及び交付金１３０千円の減額は、町補導委員連絡協議会への

補助金の減額で、新型コロナウイルス感染症の影響により事業が中止となったことによる

ものでございます。

公害対策費、委託料１４２千円の減額は、西川、和田川水質検査・底溶質分析の実績に

よるものでございます。

交通安全対策費５４５千円の減額は、報酬、備品購入費の実績によるものでございます。

２１ページ、電子計算費、委託料７６７千円の減額は、実績による減額でございます。

諸費、負担金補助及び交付金３８６千円の減額は、御坊広域行政事務組合への負担金は

確定によるもの、区長会への補助金は、新型コロナウイルス感染症の影響により、視察研

修の中止などによるものでございます。

償還金利子及び割引料６４千円の追加は、過年度医療費の精算によるものでございます。

財政調整基金費６億３０，０００千円の追加は、不用額と、まだ予算化していない前年

度繰越金、普通交付税などの財源を積立てするものでございます。

地方創生事業費４００千円の減額は、実績見込みなどによる減額でございます。

特別定額給付金費２，２３７千円の減額は、各科目の実績によるものでございます。

新型コロナウイルス感染症対策費１１，４３８千円の減額は、各事業の実績見込みや入

札差額によるものでございます。

２３ページ、徴税費、税務総務費８００千円の減額、賦課徴収費３１５千円の減額は、

実績見込みによる減額でございます。

戸籍住民基本台帳費１，２１７千円の減額は、戸籍システムや個人番号カード関連事務

委託交付金の実績によるものでございます。

統計調査費２３０千円の減額は、実績によるものでございます。

２５ページ、監査委員費２９６千円の減額は、新型コロナウイルス感染症の影響により、

研修会の中止によるものでございます。

民生費、社会福祉費、社会福祉総務費７４７千円の減額は、超過勤務手当では１００千

円の減額、旅費５０千円、負担金補助及び交付金５９７千円の減額は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、事業の縮小や中止によるものでございます。

老人福祉費３，１５１千円の減額は、実績見込みによる減額でございます。主なものと

して、扶助費では、利用者数の減により、老人福祉施設措置費１，０００千円の減額、繰

出金では、介護保険事務費繰出金１，０８１千円の減額でございます。

社会福祉施設費１，２８４千円の追加は、御坊日高老人福祉施設事務組合への負担金の

追加で、会計年度任用職員制度による人件費の増加によるものでございます。

２７ページ、心身障害者福祉費２，０００千円の追加、心身障害者医療費２，２００千

円の追加は、実績見込みによるものでございます。

地域包括支援センター運営費３，４１３千円の減額は、育休職員の人件費の減額や実績

見込みなどによる各科目の減額でございます。
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児童福祉費、児童福祉総務費、報償費２００千円の減額は、対象者の転出や出生数の減

少による子育て応援給付金、赤ちゃん誕生祝金の減額、扶助費５，７１０千円の減額は、

児童手当などの実績見込みによる減額でございます。

児童福祉施設費４，５８４千円の減額は、実績見込みによる認可保育所負担金などの減

額、児童措置費５，３００千円の減額は、乳幼児や子どもの医療費の減額でございます。

２９ページ、子育て世帯への臨時特別給付金費６４９千円の減額は、事業費の確定によ

るものでございます。

衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費３，９６７千円の追加は、超過勤務手当５００千

円、ひだか病院負担金は６，９０８千円の追加でございます。その他の科目については、

実績見込みによる減額でございます。

予防費１８，０１７千円の追加は、報償費１，５３０千円、需用費５００千円、役務費

６７５千円、委託料の電算処理委託料２９７千円、３１ページ、使用料及び賃借料７９２

千円、備品購入費５００千円の追加は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業に

よるもの、委託料は、新型コロナウイルス予防接種委託料１９，５８３千円の追加、その

他の事業は、実績見込みによる減額でございます。

環境衛生費６５０千円の減額は、火葬炉設備工事の実績による減額でございます。

墓地基金費２５２千円の追加は、令和元年度の墓地関係、歳入歳出決算差額を積立てす

るものでございます。

清掃費、塵芥処理費３，４０１千円の減額は、指定ごみ袋の入札差額による減額と、清

掃センター負担金の確定によるものでございます。

し尿処理費２，３５０千円の減額は、クリーンセンター負担金は確定によるもの、浄化

槽設置整備事業補助は、実績による減額でございます。

農林水産業費、農業費、農業委員会費１７８千円の減額は、育休取得者の人件費の減額

などでございます。

３３ページ、農業総務費３２２千円の追加、農業振興費８６１千円の減額、農地費６６１

千円の減額は、各事業の実績見込みなどによるものでございます。

林業費、林業総務費２０７千円の減額は、旅費１００千円、役務費５７千円の減額は実

績によるもの、負担金補助及び交付金、煙樹ヶ浜保安林保護育成会への補助金５０千円の

減額は、新型コロナウイルス感染症の影響により、事業を縮小したことによるものでござ

います。

水産業費、水産業振興費１，５００千円の減額は、需用費１００千円の追加、委託料で

は、実績がございませんでしたので、河川流出物等改修事業の皆減、３５ページ、使用料

及び賃借料は、重機借上料の実績による減額でございます。

漁港建設費３，０００千円の減額は、実績がございませんでしたので、三尾漁港海岸漂

着物等地域対策推進事業の皆減でございます。

商工費、負担金補助及び交付金１４９千円の減額は、実績見込みによるものでございま
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す。

土木費、道路橋梁費、道路維持費１４６千円の減額は実績見込みによるもの、道路新設

改良費３，７４５千円の追加は、役務費７０千円、公有財産購入費１８５千円の減額は実

績による減額、委託料、社会資本整備総合交付金事業４，０００千円の追加は寺田橋架け

替え事業でございます。

３７ページ、河川海岸費、河川海岸保全費７０千円の減額は、新型コロナウイルス感染

症の影響による西川河川改修事業推進協議会への補助金の減額でございます。

都市計画費、都市計画総務費６００千円の減額は、実績による都市計画道路見直し業務

の減額でございます。

消防費、非常備消防費９１７千円の減額は、旅費６８千円、負担金補助及び交付金４３７

千円の減額は、新型コロナウイルス感染症の影響によるもの、その他の科目は、実績見込

みによる減額でございます。

消防施設費３４０千円の減額は、実績や入札差額によるものでございます。

災害対策費２５，２１８千円の減額は、主なものとして、３９ページ、委託料の上田井

地区津波避難施設実施設計業務４２，０６２千円の減額は、南側避難施設において、当

初計画していた盛土方式からタワー方式への計画変更によるもの、委託料の遺跡発掘調

査等支援業務１，６００千円の追加と、工事請負費の上田井地区津波避難施設整備工事

７３，２７２千円の追加は、全額繰越しいたします。

公有財産購入費、上田井地区津波避難施設用地購入費４６，５６７千円の減額は、当初

予定していました用地購入面積から減少となったことによる減額でございます。

教育費、教育総務費、事務局費４７０千円の減額、教育諸費１３０千円の減額、外国青

年招致事業費９０千円の減額は、実績見込みによるものでございます。

４１ページ、小学校費、学校管理費２，５４２千円の減額は、委託料、和田小学校屋内

運動場屋根改修工事設計監理委託業務３５０千円の減額は入札差額によるもの、その他の

科目は実績見込みによる減額、教育振興費５２０千円の減額につきましても、実績見込み

による減額でございます。

中学校費、学校管理費１，６３０千円の減額は、４３ページ、工事請負費、松洋中学校

職員室空調設備改修工事１，３５８千円の減額は入札差額によるもの、その他の科目は実

績見込みによる減額、教育振興費９５０千円の減額につきましても、実績見込みによる減

額でございます。

幼稚園費は、２２１千円の追加でございます。

こども園費、ひまわりこども園費１１９千円の減額は、実績見込みによる減額、需用費

５１６千円の追加は、修繕費の追加でございます。

社会教育費、社会教育総務費５１５千円の減額は、超過勤務手当の減額、報償費の減額

は、成人式の延期に伴う減額でございます。

４５ページ、保健体育費、保健体育総務費９５０千円の減額は、新型コロナウイルス感
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染症の影響により、事業の中止などによるものでございます。

学校給食施設費３，８１５千円の減額は、学校給食数の減による賄材料費、学校給食校

外調理業務の減額でございます。

災害復旧費、公共土木施設災害復旧費、道路災害復旧費２４０千円の減額は、入山周囲

１号線災害復旧工事測量設計委託の実績による減額でございます。

以上で、歳出の補正についてご説明申し上げました。

添付資料といたしまして、給与費明細書、地方債の現在高の見込に関する調書を添付い

たしましたので、ご覧いただきたいと思います。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 何点もあるんですけれども、かいつまんで、ちょっとお聞きします。

１０ページの地方交付税の補正でありますが、これは普通交付税が約４億弱、補正後の

１６億三千八百何がしというのは、これ、もう特交も入っているんでしょうかね、特別交

付税というのも。この補正前のこの１２億４３，９７３千円というのは、これはもう普通

交付税のみの額なのかどうか。それと、そのもし。まあまあいいわ。

それと、単純にひとつ項目だけ聞いておこう。特別定額給付金補助金、１２ページです

けれど、これは、事業の経費の減額でこうなったのか、当初予定したやつより給付額が減

ったのか、そのあたりを少し説明願いたい。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

まず、地方交付税、補正前の額が１２億４３，９７３千円、補正額が３億９４，５２５

千円、現計予算額につきましては１６億３８，４９８千円でございます。

この地方交付税につきましては、普通交付税と特別交付税、どちらも含んでございます。

特別交付税につきましては、当初で１億４０，０００千円予算計上のほうをしておりま

す。今現在の現計予算額については、補正のほうも行っておりませんので、特別交付税の

金額、予算額については１億４０，０００千円と、そのほかにつきましては、普通交付税

となっております。普通交付税につきましては、確定額が１５億３，３４１千円でござい

ました。

今回、補正のほうを行った金額ですけれども、現計予算でいきますと１４億９８，４９８

千円といったところで、残りの財源につきましては、４，８４３千円留保財源が残ってい

るといった状況でございます。

続きまして、特別定額給付金についてでございます。

特別定額給付金につきましては、今回の補正のほうで、給料で５０千円、超勤のほうで

１，６５２千円、超勤の会計年度任用職員で１６６千円、消耗品で３９千円、印刷製本費

で６千円、郵便料で１５３千円、口座振替手数料で６千円、電算処理委託料で１６５千円

の減額のほうを行ってございます。
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こちら、全ての項目につきましては、事務費の実績によりまして、今回、減額のほうを

させていただいているといったところでございます。

以上でございます。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 交付金のほうはそれで大丈夫ですけれども、交付税のほう、特別交

付税１億４０，０００千を差し引けば、約１１億の補正前の予算で４億補正すると。率に

したらすごい額ですよね、４０％増やすというような。ぱっと数字だけ見ると、乱暴なと

いうふうには思うんですけれども、もっと事前に手当てというか、もうこの最後の最後に

なっていきなり４０％程度も増額補正する。このあたりは、財政担当者というか、町の財

政をつかさどっている中としては当然のことと思ってらっしゃるのか、何か理由をお考え

なのか、少し説明願いたい。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

普通交付税の補正についてですけれども、大きなところ、補正といたしまして、１１月

の２７日の臨時会で９０，０００千円の減額を行ってございます。こちらの減額の要因に

つきましては、ふるさと納税のほうで３億円の増額補正を行ったといったところで、財源

調整で行ってございます。

それと、１月２５日の専決分、補正の第１０号になりますけれども、このときには、普

通交付税のほうでマイナスの１億６８，１００千円の減額を行っております。こちらにつ

きましても、ふるさと納税の寄附金が６億円の補正を組みました。そういったところの中

で、財源調整といったところで、普通交付税のほうで調整をさせていただいたといったと

ころでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 今の言葉を並べて、そのあたりはよく分かるんですが、分かるとい

うか、そういう説明なんだろうなと。ただ、額が１１月に９０，０００千、１月に１億

６０，０００千、要は２億５０，０００千下げて、ここで４億ほど上げると。そんなんは

その通常の、どうも一般の僕らの感覚からすると、何の意味、何をやっているんだろうな

と思うんですが、それもほぼ確定した数字じゃないかと、もともとね。普通交付税は７月

３１日に確定してるわけで、それが１５億何とかて今おっしゃいましたけれど、それが決

まっているのに、その途中、この最終の手前までで２億５０，０００千下げて、また４億

上げると。このあたりがどうもね、もともと理解し難いんですけれど、これはこういうも

んなんですか。不思議に思ってしゃあない、こういうもんなんですか。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） 今回の普通交付税の補正の増額につきましては、例年３

月の補正のときに、普通交付税はじめ繰越金、それと歳入のほうで、地方税でどんだけ見
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込めるのか、また不用額でどのぐらい出るのかといったところで、財政調整基金のほうに

積立てのほうを行います。なぜ積み立てるのかていったところで、来年度の繰越しの関係

もありますし、あまり繰越しを残さないというか、実質収支を増やさないといったところ

もありまして、言うたら３月で歳入歳出のほうの精算のほうを行って、その分を財政調整

基金のほうに積立てのほうを行うといったことで、例年そういったことで補正のほうをお

願いしているといったところでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） １０番、鈴川議員。

○１０番（鈴川基次君） 今の関連ですけれど、僕もちょっと谷議員の質問のことで、今

聞いてて、こういう方法しかないんだというんであればしようないんやけれど、ふるさと

納税がたくさん予定より入ったから、その分を、交付税を額を少なくして、いろんな調整

したと思うんですけれども、ちょっとね、そうやったら最初から増えた分を途中で財調へ

戻すという方法やったら、もうすっきり。

だから、交付金は別に、そんなに最初見積もってた額よりは若干の違いはあると思うん

やけどね、最初の交付金額、美浜町で見積もっていた額よりそんなに変わらんのでしょう、

トータル的には。きっちり去年の実績を見込んで、いろんな調査した上で、町としてはこ

のぐらい交付金が入るやろうということで見積もっているわけやから、そんなに何億も変

わるちゅうことは考えられませんわな。国の状態によって、国が余裕あるから、今年は地

方交付税を若干増やすとか。コロナ禍やからちゅうことはもう関係ないと思うんやで、こ

れはね。コロナの交付金はたくさん入ってくるわけやから。と思うので、それはもうそう

いう方法しかないんであれば、それでいいと思うんですけれども。

それと、ちょっと全体的なことでお聞きしたいんですけれど、今回、財調へ６億

３０，０００千万戻すということで、毎年、大体財調から２億前後を取り崩して、ほい

でまあ、最後にそれに近い額をまた戻してますわね。そういう方法で、ということで毎年

１０億ぐらい、その前後を財調が確保されてきたと思うんです。ただ、今年は６億戻すと

いうことは、ふるさと納税がたくさん入ったんで、こんだけ財調へ戻せるというのが大き

い要因だと思うんです。６億も財調へ戻すちゅうことは今までなかったことやから。

それで、結局トータルで考えて、これから年度末にかけて大きな工事の支払いもあると

思うんですけれど、結局、財調が今９億何千万だと思うんですけれども、どのぐらい予測

として、財調がどのぐらいに、今年の年度末で１３億か、僕がちょっと単純に計算したら

そのぐらいの、１３億、１４億ぐらいになるかと思うんですけれども、そこたい、総務課

としての見通しはどうですか。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

財政調整基金の補正の仕方がこういうふうなやり方でしかないのかといったご質問、途

中で財政調整基金のほうへ戻すといったやり方はないのかといったことですけれども、そ
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ういったやり方もやることは可能やと思いますけれども、今まで当町のほうでやってきた

方式ていうのが、やはり３月末で見込みを立てて、最終、財政調整基金のほうに積立てを

行うと。

やはり当初予算の編成時では、歳入のほうはやはり過大見積りにならないようにといっ

たところで、どうしても低めに予算額を設定してしまいます。歳出については、やはり予

算不足にならないようにといったところで、少し言い方は悪いかも分かりませんけれども、

ちょっと多めにというところもあると思います。そういったところで、どうしても当初予

算編成時には、歳入歳出に開きがありまして、例年財政調整基金のほうから取崩しのほう

を行っているといった状況でございます。

途中でそういった中で、今年度につきましては、ふるさと納税が好調だったといったと

ころで、財政調整基金の取崩しをやめるとか、そういったことも可能は可能ですけれども、

やはり最終３月末で精算という形で財政調整基金のほうへ積立てを行うといったやり方の

ほうが、どちらかというと財政担当課としては、そういった方向のほうが運用しやすいと

いったところで、こういうふうなやり方のほうを取っているといった状況です。

財政調整基金の残高についてですけれども、現在の財政調整基金の残高が８億１０，０００

千円でございます。この３月補正で６億３２，０８１千円の積立てを行います。令和２年

度末の残高につきましては１４億４５，６４０千円といったところでございまして、令和

３年度の当初予算では、１億７０，０００千円の取崩しのほうを行います。令和３年度の

当初予算後の残高につきましては、１２億７７，７１６千円が財政調整基金の残高となる

見込みでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） １８ページ、減収補てん債、コロナの影響で基準財政収入額の不足

分を借り入れるのでというような、これは借り入れなきゃならないんですか。こんなに何

かいっぱいお金あると言ったらおかしいけれども、多分皆さんがびっくりするぐらい財調

で積んだりとかできるのに、これは借らなきゃならないのかというのと、それと、この件

に関しては、交付税措置というか、そういうのはないんですか。一般的に、これ利子もか

かるやろうし、償還に対してのそういうのはないのか。ないんだったら、本当に借る意味

ないと思うんですけれど、その辺、どうなんですかね。

それと、もう一点、これは今後というか、本当はこの議会中に欲しいですが、どこの款

項でも、節のところで１９、２０、負担金補助及び交付金、また扶助費ですね。これは３

月恒例といったら何でしょうけれども、全て減額補正が実績、実績、実績、実績と言うだ

けの細部説明でありますので、なぜ実績がそうなったのかとか、また本年でしたら特にコ

ロナの影響だったとか、施策自体に何とかとか、その辺も入れて、一覧表的なものを作れ

ないんですかね。単に実績による減額だったら、何で実績がそうなったかというのを我々

としては聞きたいですし、そこを何か原因があるんだったら、それはどうするのと言うの
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を、我々の責務だと思いますので、そんなものはできないですかって、そういうものの提

出を求めたいです。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

まず、１点目の質問、減収補てん債６，９００千円の追加補正でございます。この分に

つきましては、地方交付税法等の一部を改正する法律の改正によりまして、減収補塡債が

拡充されました。こちらの拡充されたことなんですけれども、コロナで減収した令和２年

度の基準財政収入額の減額分を減収補塡債により借入れを行うといったところでございま

す。

こちらにつきましては、当町のほうも、実際借り入れたくはなかったです。はい。この

補正につきましては、県のほうから要請がありまして、借り入れてほしいといったところ

で、３０市町村全て借入れのほうを行います。何分うちところのほうは、これを借りなく

ても財政運営というのは十分できますので、担当課としては借り入れたくはなかったんで

すけれども、あくまでも県からの要請で借り入れてほしいといったところで、今回追加補

正のほうをさせていただくといったところでございます。

こちらについての交付税についてですが、６，９００千円、こちらについては基準財政

収入額の減額分で、内訳としまして、地方消費税交付金で４，０００千円の減額、たばこ

税で２，６００千円の減額、地方揮発油譲与税で３００千円の減額といったところで、ト

ータル６，９００千円の減といったところになります。こちらの交付税措置につきまして

ですが、６，９００千円に対しまして５，８２５千円、率にして８４．４％の交付税措置

となってございます。

以上です。

すみません、それと負担金補助、補助金関係の一覧表についてですけれども、こちらに

つきましては、後日、議会のほうに提出のほうをさせていただきたいと思います。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 交付税は八十何％って、じゃ、残りは。何か昔マスコミで、押し貸

しみたいじゃないですか、無理やり借らされてって。議案審議も公開しようって、しなく

てよかったなとは思っているんですけれど、そんな、言い方は悪いですけれど、町民の税

金を、血税を無駄に使っているわけでしょう。六百九十何万で、約９割は交付税措置され

るけれども、残りの１割で数十万円ですわ。また、国の償還に利率を５％払うと。いやい

や、いやいや、いやそんなの、何か県に訴訟でもぶちたいぐらいのお話ですけれども、ど

うなんですかね。素直な気持ちを聞いてどうしようかな、２回目やし、もう一遍担当者か

最高責任者の方でもお答えいただいてもいいですけれども、そんな運営、本当にええんで

すか。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。
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○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

こちらの借入れについてですけれども、担当課のほうからも県の市町村課のほうに、こ

れは実際借り入れなければならないのか、うちとこのほうとしては財源があるんやといっ

たふうなところで、話のほうを何度もさせていただいたところでございます。

しかし、県のほうからは、どうしても国のほうから云々というのもあるかとは思います。

実際、県のほうからは、借入れのほうを行ってほしいと、県のほうも、県下の中でも３０

市町村借入れを行うといったところもございまして、当町のほうも借入れのほうを行うと

いったところで、ご理解のほうを願いたいと思います。

以上です。

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。

再開は１０時１５分です。

午前十時〇〇分休憩

―――・―――

午前十時十五分再開

○議長（谷重幸君） 再開します。町長。

○町長（籔内美和子君） 谷議員にお答えいたします。

谷議員おっしゃるとおりだと思います。私も県の町村会の総会に、県の職員も出席しま

すので、当町の議会でこういう議論があったということは報告させていただきたいと思っ

てございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） ちょっと幾つかあるんですけれども、まず、２０ページ、新浜の

集会場なんですが、これ全体合わせて６，０００千ぐらいですかね。ちょっと残っている

ということで、減ということで、これ、中身ちょっと知りたいなということと、３０ペー

ジ、２０番扶助費のところで、新生児の聴覚検査の助成事業、これ今回どんだけ使うて、

どんな感じになっていたのかということを、もうちょっと詳しくお伝えしていただきたい。

そして、もう一点、松洋中学校の職員の空調設備の改修工事なんですけれども、これ、

当初で３、８００千ということで上がったんですけれども、１，３５０千の減額というこ

とで、この辺のちょっと３点、ちょっと詳しく教えていただきたいと思います。

○議長（谷重幸君） 教育課長。

○教育課長（太田康之君） お答えします。

松洋中学校の空調の件なんですが、当初、見積り徴収で金額をはじいたという結果です。

それで、入札をするときに、設計を組んでもらって、見積りの中にこういうのを特別に含

まれててんけども、こういう設備は要らんやろうということで省いたやつもあります。そ

こで、入札をかけた中で、約半分ぐらいになったということです。過大見積りであったと

いうことで、反省しております。
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以上です。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

新浜集会場関係についての補正でございます。

まず、委託料の中の新浜集会場新築工事監理委託業務２，３６５千円の減額、こちらに

つきましては、入札差額によるものでございまして、落札率につきましては、５７．９３％

でございます。

続いて、工事請負費の新浜集会場新築工事２，７００千円の減額、こちらにつきまして

も、入札差額によるものでございまして、落札率が９８．９５％、その下の新浜集会場建

設地樹木伐採工事９３８千円の減額、こちらについても入札差額によるものでございまし

て、落札率が９１．９９％で、補償補填及び賠償金の電気設備移転補償費４７１千円の減

額、こちらにつきましては、実績による減額となってございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 新生児聴覚検査の助成事業について、北村議員にお答えし

ます。

２月８日の時点で、支払い済額が１２１，５００円ということで、１８件の支払いとい

う形になってございまして、支払い予定の７名とプラス予備ということで、こういった形

の減額とさせていただいております。

今年度、１月末現在で２２人という形の出生数となってございまして、今後生まれる予

定の赤ちゃんのほうも３人という形でなってございまして、出生数の減が理由でございま

す。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 今のは分かりました。

それで、町長、みはま応援券ってあるじゃないですか、ここに。２２ページ、この辺な

んですけれども、１０千円、これはどうやったという質問はおかしいんですけれども、住

民さんの反応とかいうのはいかがでしたでしょうか。

また、ほんで、これどういう使われ方をしてるというのが分かれば、ぜひまた次回もと

いうことであれば、ぜひお聞かせ願いたいと思っております。

それと、３８ページ、都市計画道路見直し業務、これもずっとこういう感じになってい

るんですけれども、どうなっているんかなという感じで、ちょっと単純になんですが、教

えていただきたいと。その２点、お願いします。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） みはま応援商品券についてでございます。

基準日の対象人数が６，９９２人でございました。そのうち、支給した方につきまして
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は、６，９８１人ということで、９９．７％でございます。そのうち、換金率につきまし

ては、９９．０％といったところでございます。

取扱い事業者につきましては、今まででしたら商品券の取扱い事業者というのも、美浜

町のほうはどちらかというと少なかったといったところでございましたけれども、今回

は拡大のほうを行いまして、取扱い事業者が１２８件あったと。そのうち換金の事業者が

１１１件というところで、８６．７％が事業者のほうで使われたといったところでござい

ます。

また、この商品券につきましては、やはり住民の皆さんとか、事業者の皆さんに喜んで

いただけたといったところで、効果のほうがあったというふうに思っているところでござ

いますが、しかし、まだ新型コロナウイルスの感染拡大というのも収束には至っていない

といったところで、飲食業をはじめ、事業者の方々については、非常に影響のほうも出て

いるといった状況でございます。そういったことの中で、令和３年度の当初予算につきま

しても、引き続き第２弾のみはま応援商品券を実施していきたいと思っているところでご

ざいます。

続いて、どういうふうな使われ方をされたのかといったご質問でございますけれども、

こちらのほうに、使われた事業所の一覧表ていうことで持っておるんですけれども、これ

を全て申し上げるというのもあれですし、事業者名を公表するというのもなかなか難しい

ところもあると思いますので、答弁のほうは差し控えさせていただきたいと思います。

業種につきましては、業種別の内訳とか、そこまではまだ分析のほうは行ってはいない

んですけれども、一番多かったところでは、業種が小売業、２番目が販売、３番目がガソ

リンスタンド、４番目が家電小売業、５番目がタクシーといった順番になってございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。

○産業建設課長（河合恭生君） お答えさせていただきます。

お手元にも資料をお配りさせていただいておりますけれども、今回６００千円を減額し

て、令和２年度の予算でいきますと１，８００千円をもって業務を進めているところでご

ざいます。

すみません、令和元年度の予算の２，７００千円を令和２年度に繰越しさせていただい

て、今業務を進めていると。今回、令和２年度の予算の１，８００千円を令和３年度に繰

り越して、業務を終了させていくというものでございます。

この都市計画道路の見直し業務につきましては、御坊市さんと歩調を合わせて協議を重

ね、また各種分析、調査を行い進めてきているものでございます。この２路線につきまし

ては、県が決定した路線でありますので、最終的な廃止、変更もしくは存続といった決定

につきましては、和歌山県さんが行うべきものというところでございます。

明日ですけれども、和歌山県さんと第１回目の事前協議を行うと。今後その協議を重ね、

当然、町の都市計画審議会も開き、最終的には県の都市計画審議会を経た上での、県が見
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直し案を決めていくというところでございます。現状におきましては、明日、１回目の和

歌山県との協議を始めるというところでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 今の北村議員の質問の中でのそのみはま応援商品券事業補助金、業

種について、ざくっとお答えいただきましたが、今後のこともありますし、これは本当に

町民の方たちというんかな、我々も含めて、それへのてこ入れというか底上げになってい

るのか知りたいので、使われ方が、例えば小売業、販売、ガソリンスタンド云々とおっし

ゃっていただきしたけれども、即答じゃないですよ。そういうのをもう少し詳しく、小売

業で幾らとか、全体で何％であるとか、また小売業の中でもまた分類できるんであれば、

そんなふうに絞った。小売業だと１店当たりどれぐらいになったのかとか、そういうふう

な分析の結果をお示し願いたいということです。

先ほど、個別の、例えばタニ商店幾ら、タナカさんが幾らという、そういう個別の一覧

表なので、業種、小売業で幾ら、その中で１店当たり平均どうとか、また全体の小売業は

何割であったかとか、そういうことの分析したものを欲しいということです。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

商品券の使われ方の分類結果についてですけれども、後日、また議会のほうに提出のほ

うをしたいと思います。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 去年度も言われていたかも分からないんですけれども、この４０

ページの耐震のいろんなものあるじゃないですか。減額、減額、減額と、たしか去年も言

っていたような記憶があるんですが、この辺、執行率とか、この辺、どんなもんでしょう

かね。宣伝というか、この辺の状況をもう一回、また教えてください。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（大星好史君） お答えします。

災害対策費の部分で、補助金の部分でよろしいんですかね、でございますけれども、ま

ず、この補助金の減額の実績件数について答弁させていただきます。

まず、非木造住宅耐震診断補助金、これは当初予算で１件計上しておったんですけれど

も、応募がゼロであったということでございます。

次に、耐震シェルター・ベッド設置補助金、ここも当初予算において１件計上しておっ

たんですけれども、申込みがゼロ件であったというところでございます。

次に、感震ブレーカーですけれども、これについては１０件計上しておりましたけれど

も、実績で２件となってございます。

次に、耐震設計・改修工事総合型補助金でございますけれども、これ、当初５件で予算
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を組んでおりました。９月だったですかね、あと５件の追加補正をお願いしたところでご

ざいまして、そのときは、あと残り５件の相談もございましたけれども、実績として７件

であったため、３件分の減額となっております。

最後ですけれども、ブロック塀等改修改善事業、撤去及び改善ですけれども、ブロック

塀の撤去のほうが１０件の予算計上に対して実績が４件、改善は５件の計上に対して２件

の実績があったというようなことでございます。

この補助金については、全て防災のほうは一覧表を作りまして、広報への折り込みもさ

せていただいております。その中で、我々の啓発不足というところもあるんですけども、

というようなところで、このような実績になってきたというように考えております。また

来年度は、もう少し啓発していくような形、また、いきいきサロンとか、そういう場もご

ざいます。そういう中で、こういうふうな大切な取組、補助金もありますというのを啓発

していきたいというふうに考えております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） ありがとうございます。

ないものはしゃあないやないかというお話にもなるかも分からんですけれども、やっぱ

り大分浸透してきているのも浸透はしてきているんですかね、もう各一戸一戸の家がそれ

ぐらいのことはしているよということで。それやったらいいんですけれど、ゼロ件、１件、

２件てなりますと、なかなか、またもうまとめて何か１個にしてしまうとかいうこともで

きるんじゃないかとか、いろいろ思ったりもするので、ぜひこの辺、広報でやっておられる

ていうこともありますけれども、それはもうもちろん耐震に、ほんだらもう美浜町は全部

がゼロやよていうこともないでしょうから、その辺の把握の仕方ってやっぱりあるんです

か。これちょっと変な質問ですけれど、どれぐらいやっているよと、耐震設計で３，０００

戸美浜町にあったら、これぐらいはやっているんじゃないかていう、その見通しみたいな

んは、データみたいなんはないんですかね。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（大星好史君） すみません、今ちょっと持ち合わせてはないんですけれ

ども、各年度で実績を把握しておりますので、そこでの部分はございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 別件ですけれども、４０ページ、遺跡発掘調査等支援業務、これは

下のを併せて繰り越すというような説明だったと思いますけれど、これは、その上田井地

区の北側、南側で言うと、南側の分として、この補正で追加というか計上したということ

なんですかね。何か事業名、あまりよく分からないので、北側のほうは既に予算のそうい

う措置されているのに、そこを調査するというわけじゃないんですよね。新たにというこ

とでいいのか。



令和３年美浜町議会第１回定例会（第３日）

71

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（大星好史君） お答えします。

遺跡発掘調査支援事業１，６００千円ですけれども、これにつきましては、現在、ほぼ

設計が完成しております北側の発掘調査ということでございまして、これを工事の前にか

かるというようなことでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） そいやったら、北側のそういう予算とかする、最初からそれは計上

はされなかったのは、何か意味があったんですか。そんだけの疑問だったんですけど。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（大星好史君） お答えします。

この一連の上田井の事業については補助金がございます。６月の補正でもお願いしてお

ります。細部説明でも申し上げましたとおり、発掘調査については、当初、来年度計上す

る予定でした。ただ、いろいろ用地購入面積であったり、設計費用であったりというのが

余ってきましたので、それを前倒しで計上し、来年度調査するというようなことでござい

ます。

○議長（谷重幸君） いいですか。８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ３２ページのところで、衛生費の第２目も関わってなんですけれ

ども、この新型コロナウイルス予防接種委託料ありますね。この国から来ているこの委託

料の使われ方なんですけれども、ここに１９，５８３千円というのは、１２ページの新型

コロナ、保健衛生費負担金、国庫支出金が該当すると思うんですけれども、これの使われ

方と、それから、同じ１２ページの第２項の第３節ですか、衛生費国庫補助金の新型コロ

ナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金と、２つ国から来るわけですけれども、こ

の接種体制確保事業補助金との使われ方の違いていうんかな、それをちょっとお聞きした

いのと、それから、この同じく３２ページの第１４節の使用料でバス借上料とありますが、

これはワクチンに関わる事業等に使われたりするものなのか、そこらあたり、ちょっとお

聞きしたい。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） お答えします。

まず、新型コロナウイルス予防接種委託料ですけれども、こちらのほうは、接種に係る

費用になりまして、１件当たり２，０７０円に消費税ということで、２，２７７円という

形で統一した費用になってございます。そちらに接種の人数分掛ける２回ということで、

接種対象者としましては、１６歳以上の接種率７０％としまして４，３００人と見込みま

して、こういった金額になってございます。補助率１００％ということでございます。

続きまして、体制確保事業費補助金、こちらですけれども、先ほど森本議員が言われま

したバス借上料、予防接種備品、３０ページにございます謝金、謝金のほうも接種会場で
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の看護師等の借上料という形になってございます。消耗品につきましても救急物品等、役

務費の電話料、郵便料、費用決済業務手数料、電算処理委託料、全てこちらのワクチン接

種体制確保事業費補助金になってございます。

以上でございます。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 関連してなんですけれども、今、様々な形でバス借上げとか、そ

のほかの形で１２ページの補助金のほうが使われるということなんですけれども、実際に

まだこれからのことであって、また、どれだけ費用がかかってくるかというのは難しいと

こやと思うんですけれども、非常に今立てている予算よりも必要になってくる場合もある

んではないかなと思ったりするんですけれども、そのときに、この負担金というのを国に

また請求したりできるのかどうか、ちょっとお聞きしたいんです。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 体制確保事業なんですけれども、こちらのほうの補助金の

上限が３１，８６０千という形になってございまして、また新年度におきましても、必要

な費用、発生したときには、また補正をお願いしたいと考えております。

接種に係る費用につきましても、接種人数分という形で補助がございますので、見込み

より接種される方が多い場合には、また補正でお願いしたいと考えてございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 先ほど浦課長がおっしゃっていた中で、接種率７０％なんですけ

れど、あれは、もちろん任意接種であり努力的なあれやとは思うんですけれど、もちろん

打たん人もおられればというところはもうもちろん理解している中で、７０％は妥当なの

かということ。この前の文厚の委員会でもお話しさせてもらったとは思うんですけれど、

それは目標であるのか、データであるのかというのをきっちりちょっと教えていただきた

いんですが、どちらかというのを。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） お答えします。

７０％というのは、あくまで見込みといいますか、目安でございまして、インフルエン

ザの接種率、元年度の接種率が６３．３％でございます。大体それを目安に７０％とさせ

ていただきまして、接種率というのがなかなか読めないところでもございます。さっき言

われました努力義務であるため、あくまで任意ということで、接種をされない方もござい

ますので、インフルエンザの接種率を目安に７０％とさせていただいたところでございま

す。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） この前も言うたように、インフルエンザと今回のコロナは絶対違



令和３年美浜町議会第１回定例会（第３日）

73

うもんですから、そういう毎年やっているインフルエンザとは違う感覚では対応していた

だきたいというのは絶対あるんですけれど、おっしゃることも全然分かります。ただ、町

としては、今後それを進めていくのか、進めていかないと言うたらおかしいけれども、い

くんでしょうけれど、その進め方の問題を今お聞きしてて、やっぱりやったほうが周りに

感染する確率が少なくなるんかもどうかも、データもあんまりないですけれど、国からこ

うやってくださいよというんであれば、町としては進めていくべきじゃないかと僕は思う

んですけれど、その辺、いかがですか。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） まず、そういった形で、一人でも多くにという形で勧奨は

させていただきたいと思っております。

何分詳細も決まってない部分もございますので、今後、広報、啓発等もしていきたいと

考えてございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ３０ページのところの第４款衛生費の部分なんですけれども、そ

れの第１３節の委託料のところで、電算処理委託料１４，０００千ということで増額され

るわけですけれども、これは主にどういう形の中で使われていくものなのかお聞きしたい

のですけれども、３０ページの第１３節、委託料のところですけれども、電算処理委託料

１４，０００千の増額なんですが、これは主にどんな内容の下での電算処理に使っていく

ものなのか。

それから、２つ目なんですけれども、同じく３０ページの保健衛生総務費のところでの

１３の委託料で、妊婦健康診査費、ここの減額が２，３８０千ということで、多いかなと

いう感じがあるんですけれども、これの減額理由と、それから事業に対してどの程度の割

合の減額になっているのか、それに対して、これは何人分に当たるかとか、そういうふう

なものがあるのか、ちょっとお聞きしたい。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） まず、電算処理委託料ということでございますけれども、

２９７千円の追加補正をお願いしているところでございます。こちらのほうにつきまして

は、１２月補正でシステム改修費等委託料につきまして、まず１，８１５千円という形で

お認めいただいているところでございまして、今回の部分につきましては、帳票の出力の

処理等の追加が必要になりましたので、その分の処理をいただく追加となってございます。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） すみません、妊婦健康検診ですけれども、当初４，５９８，５００

円ということで予定しておりましたが、２月末時点の実績で１，６００千という形でござ

います。先ほども申しましたが、出生数が１月末までで２２人という形でなってございま

して、今後、４月までの３件と合わせまして約２５件の見込みとなってございます。そう
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いった形でこういった減額となってございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 僕も数値見るのをちょっと勘違いしていまして、申し訳ありませ

ん、ちょっと間違えました。そのことをお伺いします。

それで。ごめんなさい、ちょっと見間違えました。

以上です。すみません。

○議長（谷重幸君） ほかいいですか。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第４号 令和２年度美浜町一般会

計補正予算（第１２号）については、原案のとおり可決されました。

日程第５ 議案第５号 令和２年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

ついてを議題とします。

本件について細部説明を求めます。健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 議案第５号 令和２年度美浜町国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）について細部説明を申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４４千円を追加し、補正後の歳入

歳出予算の総額をそれぞれ１０億２５，２５５千円とするものでございます。

それでは、歳入からご説明申し上げます。

６ページ、繰越金、前年度繰越金４４千円の追加は、財源調整によるものでございます。

次に、歳出について申し上げます。

８ページ諸支出金、償還金及び還付加算金、特定健康診査等負担金償還金４４千円の追

加は、県の指導により、令和元年度の実績額に変更が生じたものでございます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」
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○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第５号 令和２年度美浜町国民健

康保険特別会計補正予算（第３号）については、原案のとおり可決されました。

日程第６ 議案第６号 令和２年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第４号）につい

てを議題とします。

本件について細部説明を求めます。福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 議案第６号 令和２年度美浜町介護保険特別会計補正予

算（第４号）について細部説明を申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４，８５３千円を追加し、補正後

の総額を８億３２，２１７千円とするものでございます。

まず、歳入からご説明申し上げます。

６ページ、保険料、介護保険料、第１号被保険者保険料１，０８９千円の追加は、特別

徴収保険料の調定による追加でございます。

国庫支出金、国庫補助金では、調整交付金６，８５３千円の減額は、変更申請によるも

の、地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外）２９５千円の減額は、

財源調整によるもの、県支出金、県補助金では、地域支援事業交付金（介護予防・日常生

活支援総合事業以外）１４８千円の減額は、変更申請によるものでございます。

繰入金、一般会計繰入金は４４３千円の減額で、内訳は、介護給付費繰入金で６３８千

円の追加、事務費繰入金で１，０８１千円の減額でございます。

８ページ、繰越金１１，５０３千円は、前年度からの繰越金の残高を全額予算計上して

ございます。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

１０ページ、総務費、総務管理費、一般管理費１，０８１千円の減額は、報酬で会計年度

任用職員１５０千円、職員手当等で超過勤務手当３５０千円、需用費で印刷製本費３００

千円、役務費で主治医意見書作成料２５０千円のいずれも減額で、実績見込みによるもの

でございます。

委託料では、制度改正に伴う介護事業所台帳管理システム委託料で２２０千円を追加、

負担金補助及び交付金は、御坊広域行政事務組合への負担金２５１千円の減額で、実績の

確定によるものでございます。

保険給付費は、第１項介護サービス等諸費で３，８００千円の追加、１２ページ、第５

項高額医療合算介護サービス等費で１，０００千円の追加、第７項介護予防サービス等諸

費は３００千円の追加で、いずれも実績見込みによるものでございます。

地域支援事業費では、第２項包括的支援事業・任意事業費は７６６千円の減額、１４ペ
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ージ、第３項介護予防・生活支援サービス事業費は３，７００千円の減額、第４項一般介

護予防事業費は２００千円の減額で、いずれも実績見込みによるものでございます。

基金積立金の追加は、介護給付費準備基金に５，５００千円を積立てするものでござい

ます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 単純にです。１３ページ、負担金補助及び交付金、成年後見制度利

用支援事業、これ、たしか皆減のような補正のように思うんですが、昨今、この成年後見

制度があまりに利用されないがために、いろんな問題をマスコミ等、ネットでもよく拝見

するんですけれども、もっと利用できるようにとか、うちのこれまでの広報体制とか、そ

の辺はどうだったんですか。

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 今回のこの成年後見制度利用支援事業の減額につきまし

ては、これはいろんな成年後見人制度の申請の手続がありますが、町長申立てによる手続

をする際の手数料の減額でございます。この手続についての実績がなかったものでの減額

となります。

議員言われるように、この制度についての周知、広報につきましては、また新年度予算

にも反映させていただいております。町長の施政方針にも述べられましたが、来年度につ

きましては、この成年後見人制度については、さらに周知、広報については利用促進に努

める所存でございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第６号 令和２年度美浜町介護保

険特別会計補正予算（第４号）については、原案のとおり可決されました。

日程第７ 議案第７号 令和２年度美浜町水道事業会計補正予算（第４号）についてを

議題とします。

本件について細部説明を求めます。上下水道課長。

○上下水道課長（大江裕君） 議案第７号 令和２年度美浜町水道事業会計補正予算（第

４号）について細部説明を申し上げます。

今回の補正は、収益的収入及び支出の補正をお願いするものでございます。
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それでは、６ページ、７ページ、補正予算実施計画の見積り基礎の収益的収入について

ご説明いたします。

営業外収益、雑収益３７８千円の減額は、県営水利施設等保全高度化事業負担金の確定

によるものでございます。

収益的収入の補正額は３７８千円の減額で、水道事業収益合計は１億３２，０５９千円

となってございます。

次に、８ページ、９ページ、補正予算実施計画の見積り基礎の収益的支出についてご説

明いたします。

営業費用、原水及び浄水費３７８千円の減額は、県営水利施設等保全高度化事業負担金

の確定によるものでございます。

営業外費用、消費税及び地方消費税２，２５０千円の追加は、工事費の本年度支払額が

入札差額や繰越しの可能性から減少する見込みとなることから、売上げに係る消費税と仕

入れに係る消費税の関係により消費税納付額が増額となるためでございます。

収益的支出の補正額は１，８７２千円の追加で、水道事業費用合計は１億２４，４３６

千円となってございます。

最後に、１０ページは、補正後の予定キャッシュ・フロー計算書で、資金期末残高は２

億２０，９７８千円を予定してございます。

以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第７号 令和２年度美浜町水道事

業会計補正予算（第４号）については、原案のとおり可決されました。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

午前十一時〇〇分散会

再開は、明日１８日午前９時です。

お疲れさまでした。


